
霧ヶ谷湿原「デッキ写真館プロジェクト」その後
【報告者】八幡湿原自然再生協議会 普及・啓発部会 大田実果

●「霧ヶ谷湿原を知らない人に霧ヶ谷湿原の美しい写真を見て興味を持ってもらいたい。」そんな思いか

ら始めた「デッキ写真館プロジェクト」（詳しくは「ニュースレター2018年3月19日号」参照）ですが、その後

も元気に写真を撮り続けております（まだQRコードの貼り付けはできておりません）。

●八幡湿原自然再生協議会では、霧ヶ谷湿原の保全活動も行っており、その時の様子も少しずつ、デッ

キ写真館プロジェクトにてご紹介させていただいております。

●最近では、霧ヶ谷湿原だけでなく「八幡高原」や「北広島町」の魅力を発信できればと思い、春夏秋冬、

北広島町内の写真も投稿しております。

●冬の霧ヶ谷湿原の様子もインスタグラムに投稿したくて、毎年チャレンジするのですが、思った以上の

積雪量に阻まれて、一度も成功したことがありません。

●皆様にもぜひ北広島町、八幡高原、そして霧ヶ谷湿原の魅力を発信していただきたいと思います。ご協

力（「＃八幡高原」のハッシュタグを付けてインスタグラムに投稿）いただきますよう、よろしくお願い申し上

げます。
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八幡湿原自然再生協議会
や わ た し つ げ ん し ぜ ん さ い せ い き ょ う ぎ か い

再生
目標

「命の環 つなげる」をキャッチフレーズに、牧草地造成前の昭和30年代前
半頃の湿原生態系を再生する。

本地域は、広島県の北西部に位置し、
1,000m級の山に囲まれた標高800mの盆

地です。また、ヌマガヤーマアザミ群集に
代表される中間湿原が点在し、自生のも
のとしては貴重なカキツバタが生育してい
ます。

しかし、牧場化に伴う排水施設や道路の
整備が原因と思われる湿原の乾燥化によ
り、周辺部からアカマツやイヌツゲ等の木
本類が侵入し、希少種の生育環境が悪化
しています。このため、自然生態系の保
全・再生のための計画を作成、湿原環境
の再生に向けた取り組みを進めています。

【 事務局】
730-8511

広島市中区基町10-52

広島県自然環境課
野生生物グループ内
電話：082-513-2933

○ 対象地域
広島県山県郡北広島町
（西中国山地国定公園）

○ 設立日：Ｈ16.11.7 

○ 構成員数：31人
○ 全体構想作成日：H18.3.31

○ 実施計画作成日：H18.10.30

（R1.12現在）

大朝のテングシデ

カキツバタの里


